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５．新型コロナウイルスに有効な消毒剤 /除菌剤

原田　　裕

緊急特集版　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）〜防菌防黴の観点から〜

１．新型コロナウイルスの特徴

　コロナウイルスは，プラス鎖の一本鎖 RNA をゲノム
とするウイルスで，大きさ約100�nm の球形ウイルスで
ある。表面の突起が王冠（コロナ）のように見えること
からコロナウイルスと名づけられた。ウイルスの表面は
エンベロープと呼ばれる脂質二重膜で覆われている。
　新型コロナウイルスの感染は，主に手を介して口，鼻，
目の粘膜に侵入することで成立するといわれている。
従って，手指衛生や手のよく触れる箇所の環境消毒が感
染制御において重要となる。

２．新型コロナウイルスに有効な消毒剤 / 除菌剤

2-1　ウイルスの物理化学的抵抗性
　ウイルスの構造は核酸とその周りを覆うカプシドとい
うタンパク質の殻でできている。さらに一部のウイルス
はカプシドの外側にエンベロープという脂質性の膜を有
している。一般的にこのエンベロープの有無で消毒剤な
どに対する抵抗性が異なる。ノロウイルスやポリオウイ
ルスのようなエンベロープをもたないウイルス（親水性

ウイルス）は抵抗性が強いが，新型コロナウイルスのよ
うなエンベロープを有するウイルス（親油性ウイルス）
は消毒剤などに対する抵抗性が一般細菌よりも弱いとさ
れる（図１）１）。

2-2　アルコール
　アルコールに関して，コロナウイルスに対する有効性
が複数の論文で確認されている。Siddharta ら２）は，
WHO 推奨処方①（エタノール85v/v％，グリセロール
0.725v/v％，過酸化水素0.125v/v％）および WHO 推奨
処方②（プロパノール75v/v％，グリセロール0.725v/
v％，過酸化水素0.125v/v％）において SARS コロナウ
イルスおよび MERS コロナウイルスに対する有効性評
価を実施し，作用時間30秒間で対数減少値4.0�Log１０以
上の不活化効果が認められることを明らかにした。また，
松村ら３）は，酸性に調製した手指消毒用アルコール製
剤において，ウシコロナウイルスに対する有効性評価を
実施し，作用時間15秒間で対数減少値4.0�Log１０以上の
不活化効果が認められることを明らかにした。このよう
に高濃度のアルコールであれば，コロナウイルスに対し
て短時間で高い効果を発揮することが確認されている。
さらに，最近では Kratzel ら４）が新型コロナウイルス
に対するアルコールの有効性評価を実施し，エタノール
およびプロパノールともに濃度30％においても作用時
間30秒間で対数減少値4.0�Log１０以上の不活化効果が認
められたことを報告している。従って，新型コロナウイ
ルスに対してアルコールは非常に有効であり，比較的低
濃度においても十分な効果を発揮することが分かってい
る。
　これらアルコールは，新型コロナウイルス対策として，
手指消毒や環境表面の清浄化に広く用いられている。手
指消毒の注意点としては，消毒が不十分とならないよう
に，手指のすみずみまで擦り合わせることである。特に，図１．微生物の殺菌剤に対する抵抗性
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　新型コロナウイルス対策としての次亜塩素酸ナトリウ
ム溶液の活用方法は，主に環境表面の清浄化であり，清
潔なふきん等に次亜塩素酸ナトリウム溶液を十分に含ま
せ，対象物を拭き上げることで高い効果を発揮する。注
意点としては，清潔なふきん等を用いることが挙げられ
る。次亜塩素酸ナトリウムは有機物の影響でその活性が
大きく低下すると述べたが，ふきんやペーパータオルの
種類によっては有効塩素が大きく消費され，その活性が
低下することが知られている８）。理想は清潔な白色の綿
のふきんであり，ふきんが準備できない場合は白色の
ペーパータオルを使用することが望ましい。その他注意
点としては，ゴム手袋を着用して拭き上げを行うことと，
材質によっては腐食する可能性があるため，一定時間お
いた後に清潔なふきん等で水拭きを行うことが挙げられ
る。

2-4　次亜塩素酸水
　食品添加物として認可を受けている次亜塩素酸水は，

「塩酸または塩化ナトリウム水溶液を電解することによ
り得られる，次亜塩素酸を主成分とする水溶液」と定義
され，強酸性次亜塩素酸水（pH2.7以下，有効塩素濃度
20-60�ppm），弱酸性次亜塩素酸水（pH2.7-5.0，有効塩
素濃度20-60�ppm），および微酸性次亜塩素酸水（pH5.0-
6.5，有効塩素濃度10-80�ppm）に分けられる。次亜塩素
酸水は，ウイルスに対しても高い効果を発揮することが
知られており，インフルエンザウイルスに対して作用時
間１分間で対数減少値4.0Log１０以上の効果が認められた
という報告もある９）。次亜塩素酸水の新型コロナウイル
スに対する効果については，NITE（独立行政法人製品
評価技術基盤機構）が取り纏めを行っているが，2020年
６月25日に開催された第５回「新型コロナウイルスに
対する代替消毒方法の有効性評価に関する検討委員会」
において，有効塩素濃度35�ppm 以上の次亜塩素酸水

（pH6.5以下）が有効であると結論付けた１０）。ただし，
次亜塩素酸水は有機物の影響によって活性が極端に低下

指先の部分は消毒不足になりがちであることが分かって
いるため，消毒剤を手に取ったのち，まず指先を消毒し，
その後手全体に擦り合わせるのが効果的である（図２）。
CDC のガイドライン５）によれば，10〜15秒間擦り合わ
せた後，手が乾いた感じであれば塗布量が不十分である
とされている。手指消毒の際には，手全体を十分に濡ら
すことができる量を取り，少なくとも15秒は液が残っ
ている状態で手をすり合わせることが大切である。環境
表面の清浄化としては，対象物にアルコールを十分にス
プレーした後，清潔なふきん等でふき取る方法や，清潔
なふきん等にアルコールを十分にスプレーして対象物を
拭き上げる方法がある。いずれにしても，対象物に十分
量のアルコールが接触するようにすることが重要である。

2-3　次亜塩素酸ナトリウム
　次亜塩素酸ナトリウムは速効性の酸化剤であり，幅広
く利用可能でスペクトルの広い化学殺菌剤である。次亜
塩素酸ナトリウム溶液のコロナウイルスに対する有効性
も多く報告されている。Dellanno ら６）は，コロナウイ
ルス科に属するマウス肝炎ウイルスを用いて次亜塩素酸
ナトリウム溶液の有効性評価を実施し，次亜塩素酸ナト
リウム溶液0.21％において作用時間30秒間で対数減少値
4.0�Log１０以上の不活化効果が認められたと報告してい
る。Sattar ら７）は，ヒトコロナウイルスに対して次亜
塩素酸ナトリウム溶液0.1％を１分間作用した結果，対
数減少値3.0�Log１０以上の不活化効果が認められ，0.01％
では十分な不活化効果が認められなかったと報告してい
る。従って，新型コロナウイルスに対して短時間で十分
な不活化効果を得るためには，有効塩素酸濃度0.1％以
上が必要であると考える。なお，厚生労働省や経済産業
省から新型コロナウイルス対策として次亜塩素酸ナトリ
ウム溶液0.05％の使用が推奨されているが，上記エビデ
ンスや次亜塩素酸ナトリウムが有機物質によってその活
性が大きく低下することが知られていることから，より
高い濃度での使用が望ましいと考える。

図２．アルコール消毒液による手指消毒手順
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らの洗い残しがないようにするためには，正しい手洗い
手順（図４）で手を洗うのが効果的である。ウイルス除
去のエビデンスとしては，新型コロナウイルスのデータ
はないものの，ノロウイルス対策として２度手洗いが効
果的であることが確認されている。森らの報告１４）によ
れば，手洗い時間を10秒から30秒に増やしても明確な
ウイルス減少傾向はみられなかったが，60秒にする，あ
るいは10秒の手洗いを２回繰り返した場合にそれぞれ
遺伝子量が減少した（図５）。すなわち，より丁寧でよ
り頻回の手洗いによりウイルス除去効果が高まることが
示唆されている。このような結果に基づき，ノロウイル
スのようなノンエンベロープウイルスの対策においては
２度手洗いが推奨されているが，新型コロナウイルスに
対しても同様の効果が期待できるため，より丁寧でより
頻回の手洗いが重要であると考える。

2-6　カチオン界面活性剤
　カチオン界面活性剤は，殺菌力に優れることから除菌
剤原料として広く用いられている。代表例としては塩化
ベンザルコニウムやジデシルジメチルアンモニウムクロ
リド（DDAC）などが挙げられる。塩化ベンザルコニ
ウムに関しては，濃度0.05％においてマウス肝炎ウイル
スやイヌコロナウイルスに対して作用時間10分間で高

することが知られており，実際に試験条件によってその
効果に大きな差が認められているため，例えばすすぎ水
としての活用など，対象物に新鮮な次亜塩素酸水が絶え
ず十分量接触する条件での使用が望ましいと考える。

2-5　手洗い石けん
　手洗いについて，これまでに実施された呼吸器疾患の
伝播に対する手洗いの影響についての対照試験のレ
ビューにて，手洗いの実施と感染率との間に相関が認め
られており１１），予防対策として有効と考える。手洗い
石けんの場合，ウイルスの不活化効果だけでなく，洗浄
による物理的な除去効果も併せて考える必要がある。
　ウイルス不活化効果においては，アミン石けんにおい
てインフルエンザウイルスに対して短時間で高い不活化
効果が認められたという報告がある１２）。また，NITE
が実施した新型コロナウイルスに対する有効性評価にお
いては，脂肪酸カリウムは0.24％以上，脂肪酸ナトリウ
ムは0.22％以上で有効と結論付けられており１０），一定
の効果が確認されている。
　物理的な除去効果について，まずは正しい手洗いを実
施することが重要である。いくら手洗いを実施しても手
洗い時間が短すぎたり手技がまずかったりすると，洗い
残しができて手洗いの効果が不十分となることがある。
手洗いで洗い残しが多い場所を図３に示した１３）。これ

図３．手洗いで洗い残しの多い場所１３）

図４．洗い残しの少ない手洗い手順

図５．ネコカリシウイルスに対する２度手洗いの効果１４）
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い不活化効果が認められたという報告１５）がある一方で，
濃度0.2％においてもヒトコロナウイルスに対しては不
活化効果が認められなかったという報告１６）もある。し
かしながら，NITE が実施した新型コロナウイルスに対
する有効性評価によって，塩化ベンザルコニウムは
0.05％以上，DDAC は0.01％以上で有効であることが明
らかとなっている１０）。
　新型コロナウイルス対策としては，これらカチオン界
面活性剤が配合されている除菌洗浄剤等を用いて，清潔
なふきん等に含ませて対象物を清拭する方法が効果的で
あると考える。

2-7　その他
　ホルムアルデヒドやグルタルアルデヒドが SARS コ
ロナウイルスや MERS コロナウイルスに対して有効で
あることが確認されている。また，ポビドンヨードも同
様に SARS コロナウイルスや MERS コロナウイルスに
対して高い効果を発揮することが確認されている１７）。
　NITE が実施した新型コロナウイルスに対する有効性
評価では，洗剤の成分（直鎖アルキルベンゼンスルホン
酸ナトリウム，ポリオキシエチレンアルキルエーテル，
アルキルグリコシド，アルキルアミンオキシド）も有効
であったと結論付けられている１０）。これら成分は，新
型コロナウイルスの不活化を主目的として使用すること
は少ないと考えるが，アルコール製剤や次亜塩素酸ナト
リウムなどが不足したときの代替として期待される。

３．おわりに

　新型コロナウイルスの薬剤抵抗性は比較的弱く，様々
な薬剤によって制御が可能である。新型コロナウイルス
の感染は，主に手を介して口，鼻，目から侵入すること
で成立するため，アルコール製剤や手洗い石けんで手指
衛生を徹底し，ヒトの手がよく触れるドアノブや手すり
などの環境表面を次亜塩素酸ナトリウムやカチオン界面
活性剤を含む除菌洗浄剤等で定期的に清浄化することで，
感染拡大を防ぐことが十分可能であると考える。
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